
本
稿
で
は
女
性
酪
農
協
同
組
合
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
イ
ン
ド
農
村
女
性
が
家
庭
で
の
発
言
力
を

高
め
（
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
さ
れ
）、
そ
の
結
果
、

ミ
ル
ク
の
生
産
性
向
上
と
自
ら
の
福
祉
の
双
方
を

達
成
し
得
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
な
お
、

本
稿
で
は
「
家
庭
」
を
、
最
も
基
本
的
な
社
会
単

位
で
、
福
祉
を
追
求
す
る
た
め
に
一
つ
の
家
政
の

下
に
あ
る
社
会
関
係
を
表
す
言
葉
と
し
た
（
参
考

文
献
③
）。
ま
た
紙
面
の
制
約
か
ら
女
性
の
世
代

間
の
関
係
（
嫁･

姑
）に
は
触
れ
な
い
こ
と
と
し
た
。

●
イ
ン
ド
農
村
家
庭
で
の
男
女
間
の
不

平
等
性

『
世
界
人
口
白
書
』（
二
○
○
四
年
）
や
『
イ

ン
ド
セ
ン
サ
ス
』（
二
○
○
一
年
）
に
よ
る
と
、

イ
ン
ド
で
は
五
歳
未
満
時
死
亡
率
が
男
児
よ
り
女

児
で
高
く
、
性
別
の
人
口
比
は
男
性
に
偏
り
、
平

均
余
命
は
男
女
で
一
歳
し
か
違
わ
な
い
（
先
進
国

平
均
で
は
女
性
が
七
歳
長
い
）。
そ
し
て
こ
の
男

女
格
差
は
都
市
部
よ
り
も
農
村
部
の
方
が
大
き
い

傾
向
に
あ
る
。

カ
ル
ナ
ー
タ
カ
農
村
に
暮
ら
す
成
人
男
女
の
摂

取
カ
ロ
リ
ー
調
査
（
一
九
八
三
年
）
や
医
療
施
設

の
利
用
者
調
査
（
一
九
八
三
年
）
な
ど
多
く
の
研

究
報
告
を
元
に
、
参
考
文
献
④
は
保
健
指
標
の
男

女
差
は
女
性
／
女
児
と
男
性
／
男
児
の
食
料
や
医

療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
違
い
を
反
映
し
て

い
る
と
分
析
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
労
働
時
間
の

過
剰
、
融
資
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
現
金
の
管
理
・
運

用
の
機
会
が
な
い
な
ど
、
資
源
の
配
分
と
そ
の
利

用
に
お
い
て
性
に
よ
る
不
平
等
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
参
考
文
献
①
は
こ
う
い
っ
た
男
女
間
の
不
平

等
性
を
変
え
な
い
限
り
、
家
庭
の
所
得
が
あ
が
っ

て
も
女
性
の
福
祉
の
増
進
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と

い
う
。

●
家
庭
に
お
け
る
男
女
の
役
割
の
変
更

家
庭
内
の
男
女
間
の
不
平
等
性
は
女
性
が
所
得

を
得
ら
れ
れ
ば
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
途
上
国
の

多
く
で
は
、
女
性
の
福
祉
を
目
的
と
し
た
マ
イ
ク

ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
雇
用
創
出
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
イ
ン
ド
・
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
の
家
内
工

業
の
労
働
者
女
性
は
収
入
が
上
が
る
ほ
ど
本
人
は

そ
の
使
い
方
に
関
与
で
き
な
く
な
り
（
参
考
文
献

⑦
）、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
農
村
で
は
女
性
が
マ
イ

ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
得
た
後
も
罹
患
時
の
保
健
セ

ン
タ
ー
の
利
用
は
増
加
し
な
い
（
参
考
文
献
⑧
）

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
南
ア
ジ
ア

で
の
調
査
研
究
は
、
女
性
が
収
入
を
得
た
だ
け
で

は
家
庭
内
で
の
男
女
間
の
不
平
等
性
は
変
え
ら
れ

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

家
庭
で
の
所
得
な
ど
の
資
源
の
配
分
と
利
用
に

お
け
る
不
平
等
を
変
え
る
に
は
そ
の
方
法
を
変
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
家
庭
で
の
資
源
配
分
と
利

用
に
関
わ
る
利
害
は
、
そ
の
構
成
員
の
間
で
一
致

（
家
族
が
共
通
し
て
持
つ
利
害
）
し
て
い
た
り
、

対
立
（
家
族
の
構
成
員
各
々
が
持
つ
利
害
）
し
て

い
た
り
す
る
。
そ
の
た
め
、
家
庭
の
方
針
を
決
め

る
と
き
に
お
こ
る
「
協
調
的
対
立
」（cooperative 

conflict

）
に
お
い
て
、
構
成
員
の
交
渉
能
力
を
左

右
す
る
の
は
、
各
々
が
持
つ
二
つ
の
認
識
で
あ
る

（
参
考
文
献
⑪
）。
そ
れ
は
第
一
に
家
庭
に
対
す

る
貢
献
（contribution

）
の
認
識
、
第
二
に
自

分
に
と
っ
て
の
利
益
（interest

）
の
認
識
で
あ

る
（
セ
ン
は
利
益
と
し
て
病
気
の
回
避
や
教
育
を

受
け
る
こ
と
等
を
挙
げ
て
福
祉
〔w

ell-being

〕

と
は
区
別
し
た
。
ま
た
一
九
九
九
年
の
世
界
銀
行

で
の
講
演
に
基
づ
く
著
書
で
は
利
益
を
エ
ン
タ
イ

ト
ル
メ
ン
ト
〔entitlem

ent

〕
と
言
い
換
え
て
い

る
）。
イ
ン
ド
農
村
女
性
は
余
暇
や
情
報
の
不
足

に
よ
っ
て
こ
れ
ら
二
つ
を
正
し
く
認
識
で
き
ず
、

そ
れ
が
家
庭
の
資
源
配
分
や
そ
の
利
用
方
法
を
巡

イ
ン
ド
農
村
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト̶

女
性
酪
農
協
同
組
合
の
事
例
か
ら
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る
意
思
決
定
に
女
性
は
参
加
し
な
い
と
い
う
「
ル

ー
ル
」（
社
会
制
度
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
「
資
源

配
分
ル
ー
ル
」
と
呼
ぶ
）
を
維
持
し
て
き
た
と
考

え
ら
れ
る
。

し
か
し
一
部
に
は
、
イ
ン
ド
農
村
女
性
を
規
定

す
る
慣
習
的
な
役
割
（「
資
源
配
分
ル
ー
ル
」）
を

酪
農
協
同
組
合
が
変
更
し
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
。

参
考
文
献
⑫
に
よ
れ
ば
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
の
酪

農
協
同
組
合
に
登
録
し
た
女
性
組
合
員
が
そ
れ
ま

で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ

た
ミ
ル
ク
生
産
を
自
ら
の
意
思
で
管
理
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。
参
考
文
献
⑤
は
マ
ハ
ラ
シ

ュ
ト
ラ
州
の
女
性
酪
農
協
同
組
合
の
調
査
か
ら
、

女
性
組
合
員
が
ミ
ル
ク
生
産
技
術
と
所
得
を
得
て

家
庭
で
の
乳
用
家
畜
の
購
入
や
近
代
農
業
技
術
の

利
用
の
決
定
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
報
告
し
て

い
る
。

一
方
、
参
考
文
献
⑨
に
よ
る
ア
ン
ド
ラ
プ
ラ
デ

シ
ュ
州
の
女
性
酪
農
協
同
組
合
の
調
査
な
ど
女
性

組
合
員
の
ミ
ル
ク
所
得
の
管
理
は
認
め
ら
れ
な
い

と
す
る
報
告
も
あ
る
。
こ
の
事
実
は
酪
農
協
同
組

合
に
女
性
が
参
加
す
れ
ば
、
ミ
ル
ク
生
産
に
お
け

る
男
女
の
役
割
（「
資
源
配
分
ル
ー
ル
」）
変
更
が

必
ず
起
こ
る
と
は
い
い
難
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

で
は
、「
資
源
配
分
ル
ー
ル
」
が
変
更
で
き
る

か
ど
う
か
は
何
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
か
、
ミ
ル
ク

生
産
に
関
わ
る
男
女
の
役
割
か
ら
検
討
す
る
。

●
「
資
源
配
分
ル
ー
ル
」
と
ミ
ル
ク
生

産ミ
ル
ク
生
産
に
も
イ
ン
ド
農
村
の
慣
習
的
な

「
資
源
配
分
ル
ー
ル
」
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

ミ
ル
ク
生
産
に
は
、
家
畜
の
世
話
（
掃
除
、
飼

料
や
水
の
供
給
、
放
牧
、
搾
乳
、
加
工
）、
繁
殖

と
獣
医
療
（
獣
医
師
等
へ
の
連
絡
、
薬
の
投
与
、

人
工
授
精
や
自
然
交
配
、
出
産
介
助
）、
飼
料
の

生
産
（
青
草
飼
料
栽
培
と
収
穫
、
乾
草
飼
料
の
収

集
）、
販
売
や
購
入
（
ミ
ル
ク
や
乳
加
工
品
の
販

売
、
家
畜
の
販
売
、
家
畜
の
購
入
、
集
金
）
が
あ

る
。こ

れ
ら
生
産
技
術
に
関
わ
る
情
報
の
入
手
、
労

働
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
の
配
分
と
利
用
の
う
ち
、

女
性
は
単
に
労
働
の
み
を
担
い
、
外
部
か
ら
の
情

報
収
集
を
元
に
資
源
配
分
と
そ
の
利
用
方
法
を
決

め
る
の
は
男
性
で
あ
る
。
た
と
え
ば
参
考
文
献
⑩

は
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
農
村
の
貧
困
層
と
中
流
層
の

家
庭
で
は
、
獣
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
飼
料
の
栽

培
、
家
畜
の
販
売
や
購
入
、
集
金
な
ど
は
男
性
の

仕
事
で
、
女
性
は
そ
れ
以
外
の
単
純
労
働
に
の
み

従
事
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。

参
考
文
献
⑥
は
ウ
ッ
タ
ル
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
農
村

に
お
い
て
妻
が
担
う
ミ
ル
ク
生
産
労
働
を
調
査
し
、

さ
ら
に
生
産
管
理
（
資
源
配
分
や
利
用
方
法
の
決

定
）
を
夫
と
女
性
（
妻
、
母
、
娘
）
ど
ち
ら
が
行

っ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

妻
は
ミ
ル
ク
の
加
工
、
飼
料
の
供
給
、
掃
除
や
搾

乳
な
ど
の
家
畜
の
世
話
を
行
う
一
方
、
繁
殖
や
獣

医
療
、
青
草
飼
料
の
生
産
、
ミ
ル
ク
や
家
畜
の
販

売
に
は
あ
ま
り
関
与
し
な
い
。
こ
の
妻
が
担
う
作

業
は
夫
が
妻
に
期
待
す
る
役
割
と
一
致
す
る
。
ま

た
、
生
産
管
理
に
つ
い
て
は
、
繁
殖･
獣
医
療
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
、
青
草
飼
料
の
生
産
計
画
は
主
に

男
性
が
、
ミ
ル
ク
や
家
畜
の
販
売･

購
入
に
関
し

て
は
夫
単
独
か
両
者
の
相
談
で
決
定
し
て
い
た
。

女
性
が
単
独
で
決
め
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
の
は

ミ
ル
ク
の
加
工
に
関
わ
る
部
分
の
み
で
あ
っ
た
。

こ
の
調
査
結
果
か
ら
は
労
働
の
担
い
手
と
生
産

管
理
の
決
定
者
が
異
な
る
こ
と
で
ミ
ル
ク
の
生
産

性
向
上
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

繁
殖
の
成
功
に
は
家
畜
の
発
情
の
発
見
が
重
要
で

あ
る
な
ど
、
繁
殖
・
獣
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
飼
料
生

産
は
家
畜
の
状
況
に
応
じ
て
利
用
、
計
画
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
参
考
文
献
⑥
で
は
、
ミ
ル
ク
生
産
管
理

へ
の
参
加
の
割
合
は
ミ
ル
ク
生
産
技
術
に
つ
い
て

の
情
報
入
手
量
に
関
連
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
女
性
が
ミ
ル
ク
生
産
に
関
わ
る
資
源
管
理
に

携
わ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
情
報
入
手
に
お
け
る
男

女
の
不
平
等
を
是
正
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

●
「
資
源
配
分
ル
ー
ル
」
変
更
の
経
験

ミ
ル
ク
生
産
労
働
に
お
け
る
規
範
的
側
面

（「
資
源
配
分
ル
ー
ル
」）
の
変
更
は
、「
酪
農
開

発
政
策
」
と
「
開
発
と
女
性
」（w

om
en in de-

velopm
ent

）
の
二
つ
の
運
動
論
に
負
う
と
こ
ろ

が
大
き
い
。

ま
ず
、
一
九
六
○
年
代
後
半
に
は
「
酪
農
開
発

政
策
」
に
お
け
る
ミ
ル
ク
生
産
性
向
上
の
観
点
か

ら
、
ミ
ル
ク
生
産
労
働
の
主
な
担
い
手
で
あ
る
女

性
へ
の
技
術
教
育
が
カ
イ
ラ
県
酪
農
協
同
組
合
連

合
体
（
ユ
ニ
オ
ン
）
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
当

初
は
組
合
員
の
妻
と
し
て
研
修
を
受
け
て
い
た
が
、
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技
術
の
利
用
を
促
進
す
る
上
で
女
性
自
身
が
組
合

員
に
な
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
た
（
参
考
文
献
②
）。

こ
れ
に
よ
り
女
性
組
合
員
が
生
産
技
術
情
報
を
入

手
し
、
家
庭
で
ミ
ル
ク
生
産
に
関
わ
る
資
源
を
管

理
す
る
素
地
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
一
九
七
○
年
代
に
は
「
開
発
と
女
性
」

に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
女
性
の
開
発
に
お
け
る
主
流

化
の
観
点
か
ら
、
女
性
の
社
会
的
経
済
的
状
況
の

改
善
を
目
指
し
た
教
育
や
開
発
計
画
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
（
参
考
文
献
⑬
）。

こ
の
二
つ
の
動
き
が
一
九
七
○
年
代
後
半
に
合

流
し
、
農
村
の
雇
用
創
出
の
一
つ
と
し
て
ミ
ル
ク

生
産
労
働
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
女
性
酪
農
協
同
組

合
が
形
成
さ
れ
た
。

そ
こ
で
筆
者
が
二
○
○
三
年
か
ら
調
査
し
て
い

る
イ
ン
ド
・
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
ガ
ン
デ
ィ
ナ
ガ
ー

ル
県
Ｓ
村
の
女
性
酪
農
協
同
組
合
で
の
「
資
源
配

分
ル
ー
ル
」
の
変
更
過
程
を
考
え
て
み
よ
う
。
本

事
例
は
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ａ
（Self E

m
ployed W

om
ens 

A
ssociation

）
の
支
援
を
受
け
て
一
九
九
二
年
に

ガ
ン
デ
ィ
ナ
ガ
ー
ル
ユ
ニ
オ
ン
に
登
録
さ
れ
、
一

三
年
後
の
今
も
継
続
し
て
い
る
組
合
で
あ
る
。

農
村
女
性
の
雇
用
確
保
を
進
め
る
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ａ
は
、

Ｓ
村
女
性
の
依
頼
を
受
け
て
女
性
酪
農
協
同
組
合

組
織
化
を
支
援
し
た
。
そ
れ
は
、
家
庭
や
村
落
議

会
集
会
で
女
性
が
組
合
員
に
な
る
意
義
や
酪
農
協

同
組
合
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
始
ま
り
、
ミ

ル
ク
集
荷
販
売
方
法
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
や
、
組

合
委
員
長
が
ユ
ニ
オ
ン
会
議
に
出
席
す
る
際
に
同

行
す
る
こ
と
ま
で
多
岐
に
及
ん
だ
。

ガ
ン
デ
ィ
ナ
ガ
ー
ル
ユ
ニ
オ
ン
は
、
女
性
の
み

で
構
成
さ
れ
る
酪
農
協
同
組
合
を
受
け
入
れ
、
組

合
員
に
対
し
て
組
合
管
理
技
術
研
修
や
牛
や
水
牛

の
飼
育
研
修
を
提
供
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
一
三

年
間
に
渡
り
集
荷
ミ
ル
ク
の
購
入
と
定
期
的
な
支

払
い
、
獣
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
。

組
合
組
織
化
以
外
に
も
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ａ
は
、
女
性
組

合
員
が
交
渉
能
力
を
つ
け
て
慣
習
的
な
ミ
ル
ク
生

産
管
理
を
変
え
る
こ
と
を
目
指
し
、
女
性
が
貢
献

と
利
益
の
二
つ
の
認
識
を
獲
得
で
き
る
よ
う
支
援

し
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ａ
の
行
っ
た
支
援
と
は
、
女
性
が

家
庭
で
の
貢
献
を
正
し
く
認
識
す
る
た
め
の
意
識

教
育
や
、
ユ
ニ
オ
ン
と
連
携
し
て
女
性
名
義
で
水

牛
を
購
入
す
る
た
め
の
ロ
ー
ン
を
提
供
し
た
り
、

女
性
組
合
員
が
ユ
ニ
オ
ン
に
よ
る
研
修
や
繁
殖
・

獣
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
い
環
境
を
作
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ａ
と
ユ
ニ
オ
ン
の
連
携
と
支
援
に
よ
っ

て
、
女
性
組
合
員
は
ミ
ル
ク
生
産
に
関
す
る
情
報

の
入
手
、
日
々
の
作
業
内
容
の
変
更
、
資
源
配
分

の
決
定
と
生
産
技
術
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
わ
っ

て
い
く
。
た
と
え
ば
、
Ａ
さ
ん
は
、
日
常
の
家
畜

の
世
話
の
中
で
牛
の
発
情
を
見
極
め
、
ミ
ル
ク
集

荷
ト
ラ
ッ
ク
に
自
分
で
メ
モ
を
託
し
て
ユ
ニ
オ
ン

の
獣
医
師
を
呼
び
、
そ
の
日
の
う
ち
に
人
工
授
精

を
受
け
さ
せ
、
組
合
に
対
し
て
ミ
ル
ク
の
収
入
か

ら
種
付
け
料
を
支
払
っ
た
。

当
初
、
女
性
組
合
員
は
「
資
源
配
分
ル
ー
ル
」

を
変
え
る
こ
と
を
た
め
ら
い
、
夫
や
姑
の
反
対
も

受
け
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ａ
の
支
援
を

受
け
、
少
し
ず
つ
そ
の
範
囲
を
広
げ
な
が
ら
日
々

の
ミ
ル
ク
生
産
に
関
わ
る
資
源
運
用
を
主
体
的
に

行
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
可
能
だ
っ
た
の
は
以
下

の
三
つ
の
条
件
が
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
は
組
合
員
自
身
が
販
売
、
販
売
額
の
受
け

取
り
、
繁
殖
サ
ー
ビ
ス
の
依
頼
を
行
う
と
い
う
組

合
規
則
が
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
ミ
ル
ク
販
売
金

が
一
○
日
ご
と
に
支
払
わ
れ
、
か
つ
そ
の
額
が
夫

に
脅
威
を
与
え
る
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
こ
と
、

第
三
に
家
畜
飼
育
は
女
性
の
仕
事
で
あ
る
と
い
う

社
会
通
念
で
あ
る
。
こ
う
し
て
「
資
源
配
分
ル
ー

ル
」
変
更
の
経
験
が
一
三
年
間
に
わ
た
っ
て
蓄
積

さ
れ
た
結
果
、
現
在
で
は
多
く
の
組
合
員
家
庭
で

ミ
ル
ク
生
産
に
つ
い
て
新
た
な
ル
ー
ル
（
女
性
が

資
源
配
分
と
利
用
を
巡
る
決
定
に
参
加
す
る
と
い

う
ル
ー
ル
）
が
定
着
し
て
い
る
と
い
う
（
図
１
）。

●
ミ
ル
ク
生
産
と
女
性
の
福
祉

参
考
文
献
⑤
の
事
例
で
は
、
女
性
組
合
員
は
ミ

ル
ク
所
得
を
ミ
ル
ク
生
産
の
み
な
ら
ず
自
身
の
健

康
や
女
児
の
教
育
な
ど
に
も
利
用
す
る
こ
と
を
希

望
し
て
い
た
。
ま
た
Ｓ
村
に
お
い
て
は
、
女
性
の

妊
娠
・
出
産
時
の
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
女
児
の

就
学
率
や
人
口
比
率
が
上
昇
し
て
い
る
傾
向
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。
Ｓ
村
で
は
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ａ
が
酪
農
協

同
組
合
設
立
前
か
ら
保
健
キ
ャ
ン
プ
や
成
人
女
性

教
育
な
ど
の
福
祉
支
援
を
提
供
し
て
お
り
、「
資

源
配
分
ル
ー
ル
」
の
変
更
経
験
が
女
性
の
健
康
や

教
育
に
お
い
て
も
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
分
配
さ
れ
る
資
源
や
利
用
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
は
ミ
ル
ク
生
産
と
女
性
の
福
祉
で
は
異
な
る
が
、

女
性
が
参
加
で
き
な
い
と
い
う
慣
習
的
な
「
資
源

配
分
ル
ー
ル
」
は
両
方
に
共
通
し
て
い
る
。「
資

（出所）筆者作成。

図１　ミルク生産に関わるルールの変更

女性はミルク生産労
働にのみ従事

慣習的な資源配分ルール

女性酪農協同組合

女性組合員による
ミルクの生産管理新たな資源配分ルール

新たなルールの定着＝エンパワーメント

ミルクの生産性向上

ルールの変更

変更経験の蓄積
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特
集

特集／エンパワーメント再考

源
配
分
ル
ー
ル
」
の
変
更
は
二
つ
の
分
野
で
起
こ

り
相
互
に
影
響
し
な
が
ら
変
更
経
験
を
重
ね
て
き

た
と
推
察
で
き
る
。

ま
た
、
ミ
ル
ク
生
産
と
女
性
の
健
康
は
、
安
全

な
出
産
の
た
め
に
不
可
欠
な
母
（
牛
）
の
栄
養
改

善
、
母
（
牛
）
の
疾
病
予
防
や
治
療
の
た
め
の 

（
獣
）
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
資
源
の
利
用

方
法
が
類
似
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
酪
農
開
発
庁
は

牛
や
水
牛
の
妊
娠･

出
産
に
関
す
る
情
報
や
体
験

を
元
に
、
女
性
組
合
員
が
自
分
の
妊
娠
や
出
産
の

仕
組
み
を
理
解
し
、
避
妊
や
妊
娠
中
の
生
活
へ
の

配
慮
を
行
っ
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。

●
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
先
に
あ
る
も

の本
稿
で
は
い
く
つ
か
の
事
例
研
究
を
元
に
、
女

性
の
酪
農
協
同
組
合
へ
の
参
加
が
ミ
ル
ク
生
産
に

関
す
る
「
資
源
配
分
ル
ー
ル
」
を
変
更
さ
せ
、
女

性
に
よ
る
家
庭
資
源
の
配
分
と
利
用
を
も
た
ら
し

た
こ
と
を
見
出
し
た
。
筆
者
は
、
こ
の
イ
ン
ド
農

村
女
性
を
規
定
し
て
き
た
慣
習
的
ル
ー
ル
の
変
更

と
そ
れ
に
関
わ
る
経
験
の
蓄
積
、
そ
し
て
新
た
な

ル
ー
ル
の
定
着
が
、
女
性
酪
農
協
同
組
合
を
通
じ

た
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
示
す
も
の
と
考

え
る
。
新
た
な
ル
ー
ル
の
定
着
と
は
、
女
性
が
資

源
運
用
の
権
限
を
持
つ
こ
と
を
家
族
が
認
め
た
こ

と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

イ
ン
ド
農
村
家
庭
の
慣
習
的
な
「
資
源
配
分
ル

ー
ル
」
の
下
で
は
、
市
場
や
行
政
が
与
え
る
資
源

や
そ
の
利
用
機
会
が
一
部
の
家
族
構
成
員
に
集
中

し
、
女
性
の
健
康
を
損
ね
、
結
果
的
に
家
庭
の
持

つ
次
世
代
を
育
む
機
能
を
低
下
さ
せ
る
危
険
性
す

ら
あ
っ
た
。
女
性
酪
農
協
同
組
合
へ
の
参
加
を
通

じ
て
変
更
さ
れ
定
着
し
た
ル
ー
ル
は
、
家
庭
に
お

い
て
共
通
の
ル
ー
ル
で
規
定
さ
れ
て
い
た
ミ
ル
ク

の
生
産
性
向
上
と
女
性
の
福
祉
の
双
方
に
反
映
さ

れ
る
可
能
性
を
持
つ
。
イ
ン
ド
農
村
に
お
け
る
男

女
間
の
不
平
等
を
是
正
す
る
た
め
に
女
性
酪
農
協

同
組
合
の
事
例
か
ら
学
ぶ
も
の
は
大
き
い
。

（
あ 

き
よ
し　

め
ぐ
み
／
日
本
福
祉
大
学
大
学

院
国
際
社
会
開
発
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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